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 写真：国立大洲青少年交流の家 提供 
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336-A地区ガバナースローガン      地区ガバナー 山﨑 勝彦 

地区スローガン  【 地球を守る、人を護る 】 

ガバナースローガン 【 市民のための社会奉仕 】 

       

 
大洲ライオンズクラブ    会長  渦尻敬治郎 

クラブ会長スローガン  【 心を一つに We Serve 】 

       

 



        会長 所信表明   第 64代会長  渦尻敬治郎 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ライオンズクラブの使命は➀社会奉仕➁会員増強➂人材育成です。今年度はこの３つの事項

を踏み込んで活動していく所存です。 

 まず、社会奉仕ですが、例年通りの活動は勿論それにプラスして東屋清掃、柚木清掃そして城

山清掃を組み入れております。清掃活動を通して地域の方々に喜んでもらい会員自身もやりが

い・満足感を感じ win-winになるよう取り組んでまいります。 

 次に会員増強ですが、今年度から会員拡大実行委員会を設置。委員の方々には地区を割り

振って新たなメンバーの開拓を計画しております。（最低でも 3名の新会員を増やす。） 

 最後に、人材育成ですが、大洲ライオンズクラブで長年実施している高島交流、大洲少年少

女合唱団そして各種アクティビティー等の歴史を卓話例会に取り入れ、会員全員が理解した上

で今後も継続、発展させていくように意識改革をしていきます。 

 これら 3 つを実現するためには個々の力だけでは限界があります。したがって今年度は会員

全員が同じ共通認識を持ち、クラブの使命を全うしていきたく考えております。今年度のスロー

ガンは「心を一つに we serve」です。 この一年間、どうぞよろしくお願いします。 

 



         幹事 あいさつ          宮下 利秋 

会長 所信表明   第 64代会長  渦尻敬治郎 

         テールツイスター あいさつ     久保 昭生 

会長 所信表明   第 64代会長  渦尻敬治郎 

 

 

  

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

第 64代の渦尻敬治郎会長の年度が始まりました。  昨年度の矢野前年度会長のスタートし

た 7月より１年間をかけて新しいクラブづくりに向けて、会長幹事で検討試案を重ねてきまし

た。 今、大洲ライオンズクラブは、クラブ始まって以来の危機的な状況に陥っています。 残念

なことは、殆どのクラブ会員がその事を理解していないのが現状です。 

これから３年間をかけて、クラブメンバー全員の協力のもと、大洲ライオンズクラブの立て直し

に尽力して行きます。 今年度につきましたは、全ての委員会及びクラブ会員に対して、注力し

てゆくつもりです。 全員で有意義な一年を過ごすために会長幹事を中心に、皆様の力を結集

して、誇りの持てるクラブづくりにまい進する所存でございます。 

最後に、重ねてお願いしておきます、手抜きなしの最大限のご協力をお願い致します。 

1年間頑張りましょう、よろしくお願い致します。 

 

今年度財務及びテールツイスターを担当します。1年間よろしくお願いします。 

先ず財務委員会ですが、すでに財務の現況及び健全化を御提案した所です。今後決算を踏ま

えて今年度の予算が建てられる状況です。 

テールツイスターに於いては、前任者の浜田さんには及びませんが、例会での和やかな雰囲気

と会員相合の親睦を図り、活気を盛り上げる事だと思います。色々企画中ですが、楽しい例会

になればと思っております。 



         ようこそ、大洲ライオンズクラブへ！    新入会員のご紹介  

 

 

 

～ いただいた「縁」を大切に ～ 国立大洲青少年交流の家 所長 中尾治司 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人生には、不思議な「縁」を感じる場面が幾度となく訪れます。「縁」とは、現在の

状況をもたらす過去からの関係のことで、“えん”“えにし”と読みます。今年４月

に、私が国立大洲青少年交流の家に異動してきたことは、強く「縁」を感じる出来

事でした。 

今から36年前、県外の大学の教育学部に所属し、サークル活動で野外活動やキ

ャンプの運営に携わっていた私に、学部の教授から思いもよらない誘いがありま

した。「文部省の外郭団体が愛媛県の無人島で長期のキャンプを計画していて、

大学生スタッフを募集している。愛媛県の教員を目指す君にとって、将来有利にな

るかもしれない。やってみないか。」と。めったに経験できない貴重な機会だと思

い、二つ返事で承諾しました。昭和 63 年７月、（社）青少年交友協会が主催し、

宇和海の日振島の南にある「御五神島」で行われた無人島生活体験事業は、東

京・愛媛から50名の参加者と30名のスタッフを集め、10泊11日の日程で行

われました。そして、事業の事前・事後研修は、当時の国立大洲青年の家で実施

され、先遣・後泊隊スタッフの一員である私は、本隊より数日前に大洲入りして鍋

や飯盒、テントなどの資材を準備しました。また、無人島生活体験事業終了後は、

３泊分長く滞在し、青年の家で片付け作業を行いました。 

今でも忘れられないのが、無人島生活を終えた８月上旬、青年の家の広場全面に無人島で使用し汚れたテン

トを何十張と広げ、バケツの水とタワシで一張ずつ洗い、乾いたものから収納していくという作業を一日中や

ったこと。また、別日には、無人島で汚れた鍋や飯盒、ボール、ザルなどの炊飯用具を洗い続けたことです。酷

暑の大洲で、終わらさないと帰れない作業に向き合い、朝から晩まで体を動かし続けました。過酷な無人島生

活の後のもっと過酷な片付け作業は、その後、大洲の地を訪れるたびに思い出す、貴重な体験となりました。 

そして、翌年は、青少年交友協会からの誘いを受け、平成元年の無人島生活体験事業においても、同じく先

遣・後泊隊スタッフとして、国立大洲青年の家と御五神島で熱い夏を過ごしたのです。 

当時、青年の家の職員さんたちは、私たち無人島スタッフにとても優しく接してくださいました。そして、生き生

きとプライドを持って働く様子を見ながら、学生であった私は、「いつか、こういう施設で働けたらいいのに。」

と職員の方と会話したことを覚えています。しかし、その後愛媛県の公立学校の教員となってからは、国立青

少年教育施設は利用こそすれ、勤務することはないと思っていました。 

「いつか、働けたら」と会話してから35年後の令和５年、縁あって国立大洲青少年交流の家で勤務することと

なりました。人は入れ替わりましたが、職員たちは当時と変わらず生き生きとプライドを持って働いています。そ

して、青少年教育の最前線に携わる者として、青年たちによい影響を与えようと知恵を絞り、体を動かしていま

す。私自身も、あの夏に職員の皆さんからいただいた優しさやエネルギーを忘れず、精一杯職務に向き合って

いる毎日です。 

大洲での新たな出会い、新たな縁を楽しみにしています。どうぞよろしくお願いいたします。 



         入会ごあいさつ 山鳥坂ダム工事事務所 所長 竹内 宏隆 

         チャーターナイト年次例会     2023.6.23.  村上 富朗 

  

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

はじめまして。４月に入会しました竹内と申します。 

大洲は、以前、家族４人で生活し、子供と冨士山頂の公園で遊んだ

り、初めての海水浴を経験させるなど楽しく過ごした思い出の地で

す。今回で２度目の大洲生活となりますが、家族を京都に残しての

単身赴任生活となります。久しぶりの大洲で、キャッスルスティをは

じめ、古い城下町を工夫した新たな魅力づくりをされており、町が盛

り上がっている印象です。ライオンズクラブを通じて、新たな人脈を

作り、楽しい大洲生活を満喫できることを期待しています。 

矢野年度 最後の例会となる６月第２例会（チャーターナイト）が開催されました。 

今年度１年間の航海を終え、次年度への引継ぎともなる例会です。矢野会長、池本幹事ともにすがす

がしい表情で会を進行されました。 

 キャビネットから大洲ライオンズクラブに対し、それぞれの分野で表彰をされており、会長から披露、

授与していただきました。 

大洲ライオンズクラブのガバナーズアワードは下記の通りです。 

「ガバナー特別賞」  

「特別クラブ功労賞」  

「地区奉仕活動特別賞（子ども食堂）・金賞」 

「地区奉仕活動特別賞（フードバンク）・ 銀賞」  

「クラブ会報優秀賞・ 金賞」 

「リサイクル賞・ 努力賞」  

「アラート賞災害対策部門・ 優秀賞」   

「同好会優秀賞・ 銀賞」 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

クラブ会報優秀賞・金賞 

今年度は発行回数 9回、頑張りました！ 

リサイクル賞・努力賞 

 弓達会員のご協力のおかげです 

同好会優秀賞・銀賞・・・惜しかった 

   次は金賞狙います 

アラート賞災害対策部門・優秀賞と、 

寺尾アラート地区委員へのガバナー感謝状 

ガバナー感謝状 

いつも穏やかな態度で、進行役、幹事役をこなして

下さった池本 L お疲れさまでした 

矢野会長から、渦尻新会長へ 

ライオン像が渡されました がんばって下さい！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度最後の例会ですので、矢野会長、池本幹事

への慰労の花束を送らせていただきました。今年

度から次年度への引継ぎです。 

次月７月より、新会長として就任される、渦尻新会

長からも、挨拶していただき新会長の基での宮下

幹事、久保テールツイスター、中野テーマ―のスタ

ッフ紹介があり、新年度へのバトンタッチがなされ

ました。 

 また、名物テールツイスター濱田さんも次年度は

交代ということで、テールツイスターアワーにも熱

が入りました。 

 最後の締めとして、池本幹事のライオンズロア―

で力強く吠えてもらい矢野年度の有終の美を飾っ

てもらいました。矢野会長、お疲れ様でした。渦尻

新会長、よろしくお願いいたします。 

 （渦尻年度 ＭＣ・地区誌編集委員長  

村上富朗 記） 

次年度新役員 左から 久保 TT、中野 LT 

宮下幹事、渦尻会長   皆さん期待しています！ 

これが無くては例会は終わりません。 

濱田 TTアワー 最後の 「かたりべタイム」 

矢野年度最後のしめは、 

 池本幹事のライオンズロアーで終了しました 



        「大洲少年少女合唱団入団式」   2023.7.8  兵藤 正帛 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

梅雨空で蒸し暑い 7月 8日土曜日、午前 10時より肱南公民館大ホールにおいて、大洲少年

少女合唱団の第 52期生の入団式がありました。 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、休団を余儀なくされて 3年、やっとコロ

ナ禍が落ち着いてきたので、今年度 3か月遅れで活動を再開することになりました。 

この日の入団式には、団員 5人、指導者関係 6人、父兄一人、ライオンズクラブから、渦尻会

長、菊池委員長、そして団長の私、全員で 15 人の参加でした。 

団長あいさつ、指導者紹介、団員の自己紹介、会長、委員長のあいさつがありました。 

渦尻会長の合唱団の歴史とご自身の年齢の話や、菊池委員長の合唱団との初舞台の話

で、和やかで、楽しい入団式になりました。 

3 年間の休団は厳しいものです。しかしまずは団員 7 人、指導者 6人体制でスタートです。 

初練習に参加しました。 新入団生の期待の持てる歌声に勇気を貰いました。 

会員の皆様、合唱団へのご支援、よろしくお願いいたします。 

                    大洲少年少女合唱団 団長 兵藤 正帛 

 

 



     「大洲少年少女合唱団活動再開です！」  合唱団指導者 橋本みお 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 5 年 7月 8 日土曜日、大洲少年少女合唱団の入団式を行いました。  

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、3 年間お休みしていましたので、実に 4 年ぶりの

入団式となりました。 

6 月に 2回の体験入団を実施し、7 人の仲間が集まりました。「歌が大好き」という 7人。 

構成は小学校3年生から高校3年生。市内５校からの参加で、当合唱団としては理想的な構

成です。当日は保護者の方も楽しんで下さいました。 やはり歌声はいいですね。自然と笑

顔になります。 

当面の目標は「歌う仲間とレパートリーを増やす」ことです。 ８月に（一社）大洲青年会議

所主催の「校歌コンサート」賛助出演、１１月「市民音楽祭」に出演、１２月「クリスマスコンサー

ト」開催を予定しています。 

少しずつ活動の幅を広げて、地域の皆様に私たちの歌声をお届けし、音楽あふれる街づく

りに貢献したいと思っています。 

最後になりましたが、入団式にご参加下さいました、兵藤団長様、渦尻会長様、菊池委員長

様には、心温まるお祝いの言葉を頂き、ありがとうございました。 

どうぞこれからも温かいご支援をよろしくお願いいたします。    

合唱団指導者 橋本みお  

    

 



           ドネーション報告          2023.6.23～7.14 
 

 

【 例会ドネーション 】 

6月第 2例会 

6/23 矢野 皆様1年間ありがとうございました 

  池本 矢野会長1年間大変お疲れさまでした、次年度よろしくお願いします 

  渦尻 矢野会長、池本幹事1年間お疲れ様でした 

  村上 矢野会長、完走おめでとう、お疲れさまでした 

  菊池 矢野会長、池本幹事おつかれさまでした、新会長、幹事、期待しております 

  中野 矢野会長、池本幹事1年間ご苦労様でした 

  久保 矢野会長1年間ご苦労さまでした 

  冨永 矢野会長、池本幹事1年間お疲れさまでした 

  松岡 矢野会長、ご苦労さまでした 

  古森 ウクライナに平和を平和を、矢野会長、池本幹事1年間ご苦労様 

  桝田 孫とひ孫で20人になりました 

  澤井 益に立ちませんが、よろしくお願い致します 

 

7月第 1例会 

7/14 渦尻 「心を一つに We Serve」の精神で一年間ご協力お願いします 

  宮下 クラブ会員の皆様一年間よろしくお願いいたします 

  冨永 今月より１ZCの役目がスタートしました。皆様ご協力お願いします 

  古森 渦尻会長、宮下幹事1年間ご苦労様 そしてウクライナに平和を 

  菊池 新年度になりました、渦尻会長、宮下幹事よろしくお願いします 

  沖村 渦尻会長1年間よろしくお願いします 

  中野 渦尻会長、宮下幹事一年間よろしくお願いします 

  矢野 渦尻会長、緊張しすぎです、お互い頑張りましょう 

  久保 テールツイスターになりました。一年間よろしくお願いします 

  松岡 よろしくお願いします 

  亀岡 7/24は新谷夏祭りです 花火や山車も出ますので来て下さい 

 

【 ドリンクドネーション 】         

6月第 2例会  

6月 23日 亀田 樽井 久保 

  矢野 池本  

  兵藤 宮下  
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  大洲市平野町野田乙６８７ 

電話  ２４－３７２９ 
 

 

 

社会福祉法人 三善会 

    

理事長 渦尻 敬治郎 
 
  〒795-0046 愛媛県大洲市春賀甲 1688 

TEL（0893）26-1216 FAX（0893）26-1217 

 

 

 

循環器科･呼吸器科･内科        

浦 岡 医 院  

    院長  浦岡  忠夫 
 

 

 

 

 

大洲市大洲 877  TEL:２４－２０２４ 

 

内科・循環器科 

大 野 内 科 
院長  大野  勝也 

 

月～金  午前９時から午後  ６時 

    土  午前９時から午前１２時 

休診日  日曜・祝日 

大洲市大洲６６５番地７ 電話２４－６８０0 
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【 編集後記 】 

 

今年度MC.地区誌編集委員長を仰せつかりました。 

初仕事が、7月会報です。 

チャーターナイトの様子、会長所信、幹事所信、新テールツイスター抱負、新入会員さんへの原稿

依頼、大洲少年少女合唱団入会式、と盛りだくさんの内容になりました。 

表紙の写真は、依頼して、新入会員の国立青少年交流の家から中尾所長に提供していただきま

した。 

高校生が一生懸命研修で耳を傾けている姿勢が気に入られているとのこと。 

新入会員お二人には、原稿も２００字程度（越えてもＯＫ）と依頼しましたら、長文を寄稿していた

だきました。山鳥坂ダム所長竹内所長も、パソコン携帯されての出張で忙しい中、快く寄稿して

いただきました。ありがとうございました。 

会長以下執行部の原稿もスムーズに集まりました。ご苦労様でした。その上、少年少女合唱団の

入会式の原稿も団長以下寄稿していただき、にぎやかな誌面になりました。 

やっと、コロナ禍のトンネルを抜け、対面での交流ができるようになりました。その雰囲気にふさ

わしい会報作りにしたいと思います。 

みなさん、今年度も、原稿依頼されたら快く受けてくださいね。よろしくお願いします。 

                                 ＭＣ地区誌委員会 委員長 村上富朗 記 


